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＜普及方策の実施（案）＞ 

 定量型環境ラベルの認知度向上を図ることは、普及に向けた重要な課題。消費者、事

業者双方に定量型環境ラベルに係る理解促進を図るため、以下の内容を実施。 

 

①「コミュニケーションの在り方」検討 

・消費者対象のコミュニケーション： 

 情報の受け手である消費者を対象としたコミュニケーション方法の検討 

②「汎用性の高いPCR」の試作・検討 

・具体的対象分野；「日用品」 

 CFP算定の条件となるPCR策定の負荷を低減し、参加ハードルを下げるための手段とし

て、対象製品範囲の広いＰＣＲの検討 

③「PCRの読み方ガイド」の試作についての検討 

 現行のPCRについて、その解釈を平易に解説し、理解しやすくすることで参加のハードル

を下げる検討 

④ 事業者や事業者団体との連携検討 

 消費者のみではなく、環境に関する目標設定を行っている事業者や事業者団体を対象

に連携を検討 
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計算事例 算出ルール

具体的な事例で説明すると ＣＦＰ－ＰＣＲに置き換えると

1 どの製品を計算するの？ CFP登録番号：CR-AI04-13002 番号：  PA -AI -04

2 どの単位で計算するの？ 新あらびきウインナー　90g 名称： ハム・ソーセジ類 

3 付属するものは？

4 ライフサイクルでどこまで計算する？

5 計算から除外できる項目は（カットオフ）？

6 どんなデータを収集（一次データ）するのかな？

7 計算に用いる二次データはどうしよう？

8 個々にデータ取れないときは（配分）？

9 様々なケースがあるときは（シナリオ）？

10 原材料の調達段階では、具体的にどうする？

11 製品の製造 段階では、具体的にどうする？

12 製品の流通段階では、具体的にどうする？

13 製品の使用段階では、具体的にどうする？

14 使用後の廃棄段階では、具体的にどうする？

15 ＣＦＰ宣言では何を主張できる（追加情報）？

16 ＣＦＰ宣言では何を記載できる（登録情報）？

②他の規格やＰＣＲが関連する場合は、　→　３章の「引用規格及び引用ＣＦＰ－ＰＣＲ」をご覧願います。

①ＰＣＲ文中で、判らない単語がありましたら、→　４章の「用語及び定義」をご覧願います。

ＣＦＰ－ＰＣＲの読み方ガイドのダイジェスト版（目次）案

計算までの流れ

一般的な言葉で表現すると

計算する対象範囲
を決める

共通な計算ルール
を知る

ライフサイクル
各段階の
データ収集の各論

ＣＦＰ宣言の表示

考慮事項

普及方策の検討CFP-PCRの読み方ガイドの構想（案）  

概要版（初心者用）とダイジェスト版（CFP登録検討者用）を作成予定。 


